
　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。
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第22回ファミサポ交流会を開催しました。
８月23日（日）、第22回ファミサポ交流
会を開催しました‼
今年は天候にも恵まれ、43名とたくさん
の参加があり、屋外でボディーペインティン
グや水あそび、そして今年も提供会員さんに
お手伝いをしていただき、フランクフルトや
わたあめ、ポップコーンなどお店やさんごっ
こも楽しみました。
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福祉委員会議での主な質問事項
Q1 　�社協のPRにお太助フォンを活用されたらどうでしょうか？ 

平成 27年度福祉委員会議報告
６月２日（火）～５日（金）にかけて市内各町で福祉員会議を開催し、293名の
福祉委員に出席いただきました。
会議では、福祉委員制度や平成27年度の事業計画・予算について、また４月から受託した安
芸高田市地域包括支援センター業務の概要などについて説明を行った後、福祉委員の皆さまから
各地域の現状や市社協に対する様々なご意見をいただきました。
今後とも「ともに支えあい　心豊かに」のスローガンのもと、「住み慣れた地域で誰もが安心し
て暮らせるまちづくり」の実現のため努めてまいります。

A1 　�全戸に配布している「社協だより」で市社協の
取り組みを紹介し、事業のPRに努めています。

　　　�今後、ホームページの活用やお太助フォンを利
用した情報提供を行ってまいります。

Q2 　�配食サービスのない地域がありますが？
A2 　�配食できる業者のいない地域があります。
　　　美土里町は、千代田町の業者が配達しています。

談を受けていますので、まずは地域包括支援センターへ相談してください。

※�成年後見事業は、自分ではものごとを適切に決めることが難しくなった場合に、家庭裁判
所が選任した人（成年後見人・保佐人・補助人）が本人の意向に沿って、財産や生活につ
いて重要なことを決めたり、アドバイスを行います。

Q3 　�地域保健福祉事業は、吉田町以外でも実施されているのでしょうか？
A3 　�この事業は、吉田町で実施されている事業です。

Q4 　�訪問介護事業所は、全市対応なのでしょうか？
A4 　�吉田町と甲田町に訪問介護事業所を開設し、全市でホームヘルプサービスを実施して

おります。今後、利用者のみなさまの便宜を図りながら運営を行って参ります。

Q5 　�介護保険料を支払っているのに、利用料金がかかるのはおかしいのではないですか？
A5 　�介護も医療と同じで、一部負担金が必要になります。

Q6 　�※成年後見事業と地域包括支援センターの権利擁護事業とはどのような関係でしょうか？
A6 　�地域包括支援センターでは、認知症や虐待など、権利擁護についての相談を受け、成

年後見制度の説明や関係機関につなぎます。そこで、必要と認められたものは裁判所
に申請され、成年後見人として選任されます。

Q7 　�地域包括支援センターへの相談は、市に相談するのか社協なのかはっきりしません。
A7 　�地域包括支援センターは、市社協が市より受託・連携し、高齢者に関するあらゆる相
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問
題
の
解
決
へ
！

過し、徐々に介護保険に関することや、認知症に関することなど、高齢者ご本人やご家族、関係機関
等から相談が寄せられるようになりました。高齢者の皆さんが住み慣れたまちで安心して暮らしてい
けるように、介護、福祉、健康、医療など、さまざまな相談をお受けし、解決へ向け一緒に考えてい
きます。

★出前講座

安芸高田市地域包括支援センター

【お申込・お問い合わせ先】
地域包括支援センター：電話・お太助フォン47-113２までお問い合わせください。

例えばこんなこと…
◦�介護保険の申請や、介護サービスを利用したいけど、ど
こへ行ったらよいかわからない。
◦�家族だけの介護では大変になってきて困っている。
◦�最近物忘れがひどくなり心配だが、どうしたらよいかわ
からない。
◦�将来、認知症などの病気になった時、財産の管理が心配
になってきた。
◦�近所で虐待されているかもしれない高齢者がいるのだけ
れど、どうしたらいいかわからない。など

みんなで集まってお茶を飲みながら、ワイワイ話がで
きる場があることが大切だという意見がたくさん出ま
した。今後もこのような集いの場であるサロンや老人
クラブの活動の場へ出向いて行きます。

※地域包括ケアシステムとは
　�住み慣れた地域を拠点に、医療、介護、予防、生活
支援などのサービスが一体的に提供できる地域の体
制づくりです。

お気軽にご相談ください！

出前講座をふれあいサロンや老人クラブへ出向いて行っています。今回の講座では、※地域包括ケア
システムの説明を行い、安芸高田市の現状や今後を見据えて、参加者やその住む地域での生活につい
て話し合っています。合わせて認知症予防・転倒予防として軽い体操も行っています。

相談

相談

相談

地域包括支援センター
★介護予防ケアマネジメント

★権利擁護（高齢者虐待・成年後見）

★包括的・継続的ケアマネジメント

★その他、情報やサービスの紹介など

高齢者本人や
家族など

高齢者の
地域のひとなど

ケアマネージャー
など

地域包括支援センターには、9名の職員が在籍しています。業務受託から5カ月が経
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福祉のまちづくりのための事業の財源として、１戸あたり500円をお願いしております。

ボランティア講座福祉教育出前講座

平成27年度

社協戸別会費のお願い
皆さまのサポートが『地域福祉』の充実につながります。

市社協では、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し、皆さまの参加と支え合いによる福祉の
まちづくりを進めています。
少子高齢社会の今日、ますます多様化する住民の福祉ニーズに応えるため、会費による自主財源の
確保がより一層必要になっています。皆さまからの会費を財源として、「ともに支え合い心豊かに」
をスローガンに活動していますが、多くの方に会員として加入していただくことで、地域福祉活動に
間接的に参加していただいているという意味も持っており、地域福祉の推進に取り組む市社協の運営
やサービスの参加・協力を財政面でお願いするものです。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

皆さまからお寄せいただいた会費は、市社協運営費、地域福祉事業経費の財源として活用してい
ます。� （募集期間：平成28年３月31日まで）

●ふれあいサロン事業
●ほほえみネット事業
●地域包括ケア推進事業
●ボランティア活動事業
●安心生活創造事業
●福祉教育推進事業

●成年後見事業
●かけはし事業
●一次予防事業（げんき教室）
●配食サービス事業
●ファミリー・サポート・センター事業
●子育て支事業� など

安芸高田市社協では、こんな活動を行っています。

　皆さまからお寄せいただいた会費は、さまざまな活動に
活かされています

【お問い合わせ先】市社協　総務課：電話・お太助フォン 42-2941　FAX47-1312
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皆さまからいただいた共同募金の配分金は、
さまざまな活動に活かされています。

ご協力いただきました募金は安芸高田市内の一人暮らし高齢者、障がいをお持ちの方や世代間交
流など様々な地域福祉活動に活用しています。

【お申込・お問い合わせ先】市社協　総務課：電話・お太助フォン 42-2941FAX47-1312

赤い羽根共同募金のお願い
じぶんの町を良くするしくみ

～ひとり、ひとりのやさしさが、
あなたの住む町をもっと、やさしくしてくれます～

10月１日から赤い羽根募金運動が展開されます。
赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、高齢者や障がいのある方など、す
べての方が安心して暮らしていくためのまちづくりを目指しています。
誰かのためにと思ってした募金は、じぶんたちの町のための募金でもあります。町のみんなで集
めた募金は、じぶんの町をよくする活動に使われます。
ご協力よろしくお願いします。

次のような募金のご協力をお願いしております。
戸 別 募 金…�市民の皆さまへ協力依頼を行い、各行政区の福祉委員にとりまとめていただいてい

ます。１戸あたり500円を目安にご協力をお願いしております。
街 頭 募 金…�街頭で募金協力を呼びかけてお願いしています。
法 人 募 金…�安芸高田市内の法人企業へ協力を行い、口座振込等でご協力いただく募金です。（税

制上の優遇があります）
職 域 募 金…�安芸高田市の行政、教育委員会、幼稚園、保育所、学校、事業所等の職員の皆さま

にグッズ販売等を行い、売上金を募金としてご協力いただく募金です。
イベント募金…�各地域のイベントで募金活動を行い、寄付金付商品等の販売を呼びかけ、ご協力い

ただく募金です。� （募集期間：平成28年３月31日まで）

街頭・イベント募金のおしらせ
【街頭募金】
10月  1日（木）
　10時30分～12時00分
　Ａコープ向原店　
　17時00分～18時30分
　ゆめタウン吉田店

【イベント募金】
10月11日（日）　  9時00分～16時00分
　�こうだわいわいまつり…甲田文化センター「ミューズ」前広場
10月18日（日）　  9時00分～15時00分
　たかみや大地のまつり…市役所高宮支所ふれあい広場
10月25日（日）　10時00分～16時00分
　美土里米舞まつり…神楽門前湯治村
11月  1日（日）　10時00分～15時45分
　やちよおよりん祭…市役所八千代支所駐車場

世代間交流に活かされています地域包括ケア推進事業に活かされていますふれあいサロンに活かされています
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その方の状態に合わせて、生活歴や特技などを生かせる個別的な機能訓練をしています。

通所介護事業所
みを紹介します

当事業所ではご利用者様、お一人おひとりの心身の状況や特性に合わせた個別的プログラムを
作成し、生活機能の維持や認知能力の低下の予防に取り組んでいます。自分らしく自立した生活
の実現化を毎日の目標にしています。今回は日々の活動や行事などの様子をご紹介いたします。

～生き生きと意欲を持って生活していただけるように～

月曜日から土曜日に加え、日曜日もご利用できます。また、お試し体験は無料（昼食費560円別途）
で、送迎をいたします。サービス提供時間は９時30分～15時30分です。

通所介護事業所：電話（0826）45-5102　担当：玉利・岡本

園芸活動

園芸活動では今年も様々な野菜づくりに挑戦‼ブロッコリー、トマト、キャベツなどを収穫しました。

季節行事

わきあいあいと、だれもが参加型の毎日です。

運動療養

パワーリハビリで転倒予防‼

ご利用者様インタビュー

膝の手術後にパワーリハビリをし
て両足が同じように伸びるように
なって…。両肩の痛みも和らぎ効果
が出でいるので、今後も続けて行き
たいと思っています。
デイサービスがあるから、通うと

ころができて助かっています。何よ
りの楽しみの一つだと思っています。住吉ハツコ様

随時、ご意見やご相談を受け付けて
おります。ぜひ体験利用されてみて
ください。
ご連絡お待ちしております。

☆ご利用者様のお声☆
デイサービスに行くとわくわくする…
あの人と今日も会って話したい…
運動が楽しい…
手芸が出来て楽しい…
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社協 の取組
被災者生活サポートボラネット推進事業

安芸高田市被災者生活サポートボラネットとは
平常時から、いざという時の「共助」を培うために、ネットワークを生かした新たな仕組みの構築
を行います。平常時も安芸高田市被災者生活サポートボラネットを常設させ、情報交換や防災・減災
に向けた協働での取り組みを行い、災害時には被災状況に応じ、「被災者生活サポートボランティア
センター（災害ボランティアセンター）」を市社協が主体となって開設します。

発災後の被災者生活支援の概念図
緊急支援期

（発災直後）生命救出期

【災害発生時・直後の行動】
◦�自分・家族の確認、避難等安
全確保が最優先
◦�近隣など住民の安否確認
◦�行政、消防による救命救助、
被害状況の確認等

復旧期
（概ね発生３日目以降）生活支援

【被災地域の生活復旧活動】
◦�組織的な支援体制整備
◦�崩壊した生活基盤復旧のための
ニーズ、時間経過に伴い変化す
る生活支援ニーズ
◦�避難所や在宅の生活支援

復興期
（ハード面の復旧以降）生活再建

【被災地域の自立支援活動】
◦�避難所生活の長期化，避難所か
らの仮設住宅への移行
◦�被災者の生活支援へ
◦�徐々に、地元主体の日常的な生
活支援活動（ボランティア活動）
へと移行

災害ボランティアセンターの
運営

生活支援センター
（社協ボランティアセンター）の運営

市災害ボランティアセンターによる復旧期の取り組み
市社協は、市行政や市ボラネット関係機関・団体等と協働して災害ボランティアセンターを設置し、被
災者のニーズの把握、ボランティア受付、ニーズに対する派遣調整を行いながらセンター運営を行います。

平成26年８月20日
広島県大雨災害で、
被災した八千代町根
の谷の民家での災害
ボランティア活動の
様子

平常時からの取り組みとして、11月頃に災害ボランティアセンターの動きを実際に体験していただく
シュミレーション研修の開催を予定しています。
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吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

【地域包括ケア推進事業とは】
今、安芸高田市内の地域では、少子高齢化に伴い、様々な生活課題があがってきていま
す。その中で、一人暮らし高齢者、高齢者夫婦世帯が増加し、過疎化が進んでいくことで
地域力の低下、また地域によっては、支え合いや見守り体制が弱くなっているところがあ
ります。
こうした中、住み慣れた地域で安心して生活できるよう、そこに暮らす住民が主体とな
り、地域でのつながりを持ちながら、寄り添い型の支え合いや見守り体制を作っていく事
業として、平成25、26年度と甲田町で取り組みました。
今年度から、事業費に市受託金と共同募金配分金を充当し、八千代町への取り組みを展
開しています。今後は、この取り組みを全町へ拡げていきます。

地域包括ケア推進事業

地域検討会で課題を抽出し、取り組むべき目標を確認します。

社協の取り組みを紹介します

地域の集会所単位で集まり、地域包括ケア推進事業についての説
明、地域課題を把握するアンケートを行います。その後、地域の
一人暮らし、二人暮らしの方をマップに落とし、支援の必要な方
を把握します。

【第1回目】「ルール作り」

一人暮らし、二人暮らしへの元気コールの配信状況や見守りの体
制の確認をします。また、サロンが実施されていない地域はサロ
ンを立ち上げ、集まる状況を継続していき、お互いの安否確認や
困りごと相談の場にすることで、隣近所のつながりや身近な居場
所づくりにつなげていきます。

【第3回目】「拠点づくり」

アンケート集計をもとに、地域課題を把握し、地域でできること
やサービスの確認をします。また、一人暮らし、二人暮らしの方
への隣近所の支援者を決め、何かあれば訪問する体制を決めます。
　お太助フォンを活用した見守りの紹介として、集会所でデモ機
を使って操作の勉強をし、必要な方へ元気コールの配信をします。

【第2回目】「関係づくり・ヒトづくり」

地域検討会を開催します
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肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

今回で10回目を迎えた生活・介護サポーター養成講座です。
７月25日からスタートし、今年度は21名が受講されました。
安芸高田市が掲げる「市民総ヘルパー構想」のもと、今年もまた新しい地域のボランティアさんが誕生し、
今後は地域での見守り活動に、ご協力いただくこととなります。

６月から７月にかけて、安心生活創造事業の登録訪問員と民生委員・児童委員との連携会議を６町で行
いました。
この会議では、地域の見守り活動で利用者さんに関する情報交換や共有、また、新たに見守りが必要と
なった住民さんの情報等を確認し、いつまでも安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。

グループに分かれ地域資源を確認中

八千代会場

高齢者疑似体験と車いす体験の様子

吉田会場

安心生活創造事業

第10期

～登録訪問員と民生委員・児童委員との連携会議～

～生活・介護サポーター養成講座～ ●

●
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今回のサロンは、グラウンドゴルフに挑戦してみました。
ほとんどの方が初めての経験で道具やルール等の説明を聞き、得点は気にしないで、転ばないよう、

夏休みに入ると、恒例となったラジオ体操を地域の集会所を会場に行っています。
普段は子どもたちの姿をほとんど見かけることのない高齢化率の高い地域ですが、夏休みになると
子どもたちも加わって毎朝ラジオ体操しています。子どもたちの元気な歌声や一挙一動に顔もほころ
びます。
地域の高齢者たちも子どもたちの笑顔に出会える朝の集いを楽しみに集まっています。
� （有留ふれあいサロン世話人）

サロン物語

ゆっくり楽しくやりましょうと開始。『あー、３打ち過ぎた』、『あー、力が足りなかった』、『もうちょっ
とで入るのに』、『入ったと思ったらまた出た』、『わー、ホールインワンになった』等。広場の中に
は拍手や笑い声がいっぱい広がりました。
午後は、なつかしい歌を合唱し楽しい時間を過ごしました。今年度も元気で笑顔あふれるサロンの
集いになるように続けたいと思います。� （来女木ふれあいサロン世話人）

「来女木ふれあいサロン」は高宮町の来女木公民館で開いています。
詳しいことは　市社協高宮支所 電話・お太助フォン57-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「有留ふれあいサロン」は向原町の有留地区多目的集会所で開いています。
詳しいことは　市社協向原支所 電話・お太助フォン46-2

ふくしいちばん

941までお問い合わ
せください。

16年目を迎えた来女木ふれあいサロン（高宮町）

夏休みラジオ体操の集い（向原町）
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皆さまの善意により、地域福祉活動が
支えられています。
平成27年５月21日～平成27年８月20日受付分（敬称略）
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暑かった夏も終わり、実りの秋の季節になりました。
10月から、社協会費と赤い羽根共同募金のお願いをさせていただきます。
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域福祉活動を展開していきま
すので、市民の皆さまご協力お願いいたします。� （ 事務局）

編集
後記

高額寄附をいただきました

新職員の紹介

市社協看板を
設置しました甲田町の山下開曹様より、多額のご寄附をい

ただきありがとうございました。社会福祉事業
へ有効適切に活用させていただきます。

８月から市社協に入社しました。地域の皆さ

日本郵便年賀寄附金助成
地域福祉車両を購入
７月10日、日本郵便年賀寄附金助成を受け
軽乗用車１台を購入しました。市社協が実施し
ている成年後見事業等の地域福祉活動車両とし
て活用します。

まが安心して暮らせるよう支援して行きたいと
思います。よろしくお願いします。

８月20日に、市社協看板を設置しました。
国道54号線からよく見える位置に設置して
おりますので、市社協本所にご用の方は、この
看板を目印にお越しください。

包括支援課
介護支援専門員
湯浅　美恵

地域福祉課
専門職員
牧原　真也

甲田支所
臨時職員
藤山麻友美

竹重会長から山下様へ感謝状の贈呈
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社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒731-0521　�広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
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